
問
見
滞
納
に
よ
る
そ
仰
財
産
を
次
一
十
八
歩

一⑫
大
村
市
三
ノ
郷
字
鹿
八
百
八
十
一

ム
公

売

物

件

一
一
歩

一い
く
玄

臓
の
な
い
人
が
多
い
状
一

土
地
、
技
術
、
生
活
改
善

の
出
お
り
公
売
に
札
し
ま
ず
か
ら
一
①
大
村
市
政
局
郷
字
岩
山
凶
百
三

一

八

帯

畑

二

畝

ぷ

一

①
大
村
市
徳
J

竹

内

郷
字
h
徳
泉
一
大
村
市
野
田
郷
字
石
坂
一
四
一
一

一
態

で

す

。

一

県

で

は

出

山

漁

村

の

背

年

巻

対

象

買
受
希
望
者
は
当
日
定
刻
ま
で
印
一
十
八
部
の
二

川
八
畝
五
歩
一
⑬
大
村
市
滞
陣
掛
字
国
じ
白
三
十
一

川
内
八
六
O
和

田

二

吟

一

八
番
第
二

山
林

一
畝
五
歩
一と
と
に
来
年
一
一
一月
に
は
巾
学
校
、
一
に
土
地
調
査
、
技
術
(農
業
一
般
)

鑑
持
参
の
よ
と
参
集
く
だ
さ
い。

一
内
一一

十

二

許

畔

て

一

番

ノ

ニ

畑

一

畝

八

歩

内

一

四
歩

」

大

村

市

野

田

郷

字

笠

出

一

四

七

一高
等
学
校
を
卒
業
し
て
、
社
会
人

一お
よ
び
生
活
改
杭
ハ
研
修
生
者
募
集

会

売
白
時
間
和
三
十
二
年
十
一
@
大
村
市
部
訪
郷
字
黒
山
千
八
ト
一
昨
一

歩

一

②
大
村
市
池
田
郷
字
柿
木
原
六
O
一
六
義

二
山
林
二
畝
十
八
歩
十と
し
て
第
一
歩
巻
踏
み
出
す
人
が

τてい
ま
す
。

二
月
二
十
四
国
午
後
二
時
一
八
番
の
ニ
畑
一
塁
一
一
大
村
市
構
陸
郷
字
島
七
百
守
一
番
第
一
畑
三
畝
十
二
歩
一

冊
大
村
市
一

の
整
理
本
四
五
一
沢
山
い
ま
す
。

一

自
在
次
の
と
お
り
で
案
希
望

引

一一………一山一一一一一一目
的
一
一
問
中
龍
一
一
一

例

…

い

諮

問

問

つ

閣

は

県

知

一

d官

邸

時

翌

一

語

ノ

印

字

訪

日

問

一

百

件

合

口

元

一

一

一一
⑪
持
市
開
訪
旭
丘
杉
一
ム
ベ
十
時
一
日
課
長
実
施
(
一

A
暗

雲

量

産

農
業

本
年
最
後
の
大
掃
除
表
の
喜
一
の
整
備

一

去

)

一

事

の

発

す

る

語

息

子

大

村

市

五

ノ

郷
字
赤
道
一
ニ
十
五
一
⑬
再
建
立
回
目
一
、

1

1

1

1

ト
l

l

l

一

ふ

告

に

公

共
事
業
関
係
特
一
説
研
話
一

回
)
昭
和
一
二
十

に
苦
し
ま
ず
か
ら
と
協
力
一ム
畜
舎
、
鶏
舎
の
譲

整

備

一

ム

説

諮

問

口

語

一

号

の

に

限

り

i
f
審

ノ

一

畑

喜

一

歩

(
税
務
説
)
一
一

動

，

一

献

に

安

定

所

の
利

用

を

面

協

拓

1
1
1
7一
年
一
月
九
日
J
十
八
日
、
(第

七

「

月

二

十

四

日

か

一

け

一

一

日

官

民

団

か

一

M
M
M
W訴
訟

子

公

費

物

件

一

-

恥

配

恥

和

相

川

利

引

配

が

川

一

一

純

一

職

業

安

定

法

・

失

業

保

険

法

印

周

年

一

い

は

ほ

ほ

定

所

)

一

一

一

四

)

一

一

月

二

十

一

日

t
一二月

ら

二

十

五

日

ま

で

一
ム
家
屋
内
を
く
ま
な
く
清
掃
し
、

一
百
か
ま
す
な
ど
に
入
れ
て
、
ど
一

ω大
村
市
木
場
郷
字

瀞

下

千

百

七

一

一

一
弘
一

職
菜
安
定
法
な
ら
び
に
失
業
保
険
法
が
制
定
さ
号
、
一
自
衛
官
慮
募
の
一
ム
票
率
研
修
に
同
じ

時

開

催

、

排

水

下

水

一

軒

官

、

倉

庫

な

ど

の

清

一
銭
匂
ま
と
め
て
お
い
て
一

諮

問

阿

佐

時

一

n
?土
地

、

家

屋

な

ど

一

一

進

一

3年
に
な
る
の
で
、
十
一
一
月
一
日
か
ら
十
日
ま
り
瓦
限
国
男
に
一
語
改

dr)昭和
一
二
十

ム
便
所
汲
取
口
ふ
た
の
完
備
、
と
一ム
屋
外
広
島
の
需
整
理
、
期

一

(

保
険
重
課
)
一
②
大
村
市
徳
泉
川
内
郷
字
桜
五
百
一
国
民
健
康
保
険
料
持
納
に
よ
る
差
一ム

葬

場
所
大
村
市
役
所
保
険
一
一
促
一

雇
用
促
進
強
調
週
間
が
議
さ
れ
た
が
、
大
村
公
共
職
一
一
一
章
、
海
、
空
士
の
募
集
章
一
一
一
一
年
一
月
九
日

t
十
六
日
(
第

み
箱
、
肥
料
溜
に
完
全
な
ふ
た
一
間
経
過
、
不
許
可
広
告
物
の
撤
一

一

六
十
七
番
畑

一
反
ニ
畝

二

百

財

産

奈

の

と

お

り

公

定

付

一

整

課

一

一
用
一

業
安
定
所
で
は
、
と
れ
を
記
念
し
て
、
雇
用
促
進
章
一
在
実
施
閉
で
あ
り
ま
す
が
、
今
月

一
一
一
回
)
ご
月
二
十
一
日

t
二
十

a

一

=
一
十
七
歩

一し
ま
す
か
ら
、
妻
希
望
者
は
、
一
ム
公
売
方
法
一
般
競
争
入
札
一
一

一庭

園

五

一

申

に

願

書

を

提

出

す

る

在

十

三

八

日

…

貯

新

年

に

は

国

旗

を

掲

げ

よ

う

一

立

何

時

間

一

d
d町
四

時

八

番

一言

賢

官

持

参

の

上

一

ム

許

諾

入

札

金

額

一

f
j一
話
。
レ
て
次
の
行
事
実
ず
す
る
の
で
ど
協
力

一刊
一
一
叶
訪
れ
サ
叩
眼
前
訂
一
ム
伊
月
間
凶
器
豊

…

耕

…

現

吋

家

庭

的

お

正

月

を

一

期

一

一

刊

日

目

立

一

d
諸
問
川
町
郷
千
四
訪
れ一
ム
巧
片
山
吋
三
日

間

五

年

十

三

日

記

訪

問

酢

一

河

内

間

以

内

胃

一

詳

岩

間

河

川

市

町

一

出

し

て

く

だ

さ

い

。

(

市

民

課

)

一

終

的

誌

は

龍

三

一
は

納

な

っ
て
お

り

三

9
6
j
e
t-
e
e
t
o
t
e
jet999
9
9
!?
?
?
;
;
?
?
?
?
e
e
j
j
t
j

…
問
一
山
肝
心
日
照
明
一
盟
薄
暗
殺
伊
一日
台
諮
問k
一
迫
る
歳
末
・
心
に
カ
ギ
を

一
信
号
主
弓
い
け
れ
…
さ
い

一河
川
諸
島
内
切
泣
き
寝
示

M
Mω

…
長
崎
県
新
生
活
推
進
一
ど
に
振
り
向
け
よ
う
。

一

2

後

の

納

期

で

す

か

一

一

る

よ

う

に

い

た

し

ま

し

ょ

う

一

一

L
彼
ら
ゆ
包
し
文
句
刈
は
お
そ
れ
一

…
連
盟
本
部
で
は
例
年
一
二

、
歳
暮
な
ど
の
贈
意
の
一

~

明

一

ス

リ

・

押

売

り

な

ど

犯

罪

防

止

に

努

め

よ

う

一
特
に
勝
手
口
、
湯
殿
、
便
所
の
一
銀
行
、
郵
便
局
な
ど
の
行
き
ょ
ず
、

2し
と
と
て
を
メ
モ
し
て
一
ム
現
金
千
円
(
千
円
札
一
枚
)
受

…
年
末
年
始
の
自
し
ゅ
一

段
し
を
廃
止
し
よ
う
。

一

ら
こ
れ

ま

で

未

納

一

『

-

一
窓
は
カ
ギ
を
忘
れ
勝
ち
で
犯
人
一
り
や
、
人
の
混
雑
す
る
と
と
ろ
一お
い
て
、
早
く
警
察
に
届
け
て
く
一
理
月
日
十
一
月
一
一
一
日
ム
現
金
古

川
く
運
動
宝
般
に
呼
一
あ
く
ま
で
各
人
の
良
識
に
訴
え
一
臼
四
の
方
は
併
せ
て
納
一
ム「
年
も
ま
た
あ
わ
た
だ
し
い
年
の
一
と
物
の
動
き
が
は
げ
し
く
な
り
、
一が
、
甫
民
の
皆
様
万
も
次
の
よ
う
一
の
侵
入
口
と
な
り
や
す
い
か
ら
一
言
ら
う
ス
リ
が
多
く
な
り
ま
一だ

さ

い

。

一

(

千

円

札

一

枚

)

四

日

&

現

金

千

び
か
け
、
予
期
以
上
の
成
果
義
一
お
互
に
完
し
て
、
形
式
的
な
一

5
才
付
し
て
く
だ
さ
い
一
号
河
え
ま
し
た
。
一
人
の
心
は
な
ん
と
な
く
栴
ち
つ
き
一な
と
と
を
守
っ
て
い
た
だ
い
て
、
一
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

一
す
の
で
、
な
る
べ
く
女、

子
供
一
ま
た
言
葉
づ
か
い
に
注
意
し
て
相
百
(
千
円
札
一
ぎ
十
回
全
九

め
て
来
ま
し
た
が
、

李

は
な
お
一

虚
礼
撃
を
止
め
よ
う
。

一

1
見

話

番

に
よ
る
百
年
棄
と
な
り
ま
す
と
金
融
機
下
な
く
な
り
写
。

一

あ
ら
ゆ
る
犯
罪
を
防
ぎ
、
明
る
い

( 12月中旬号)
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り

台

所

・

便

所

・

畜

舎

は

念

入

り

に

年
末
大
掃
除
を
-ーーー--A・

藤
月
に

(第159号)よ?と政市村大昭和32年 12月10日(一)

転
出
入
(
市
内
移
動
も
含
む
)

大村ボー

矛 二 節
m日21日22日2311
(金)(土)(日)(月)

矛三節
27臼28日29日311円
(金)(土)(日)(月)

ト

の

場

合

は

必

ず

町
務

連

絡

委

員

(
町
総
代
)
を
経
て
、
市
民
課
(
出
目
張
所
)

ヘ
届
出
て
く
だ
さ
い
。



(二)(第169号)

B
荷
車
の
積
載
制
限

荷
車
の
使
用
主
ま
た
は
迎
転

者
は
そ
れ
ぞ
れ
車
両
の
重
量
と

あ
わ
せ
当
慈
各
号
に
掲
げ
る
重

量
を
と
え
て
積
載
を
し
て
は
な

ら
な
い
。

一
、
牛
馬
車
、
四
輪
車
に
あ

っ
て
は
二
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
そ

の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
千
五

百
キ
ロ
グ
ラ
ム

ニ
、
大
車
(
荷
台
の
面
積
一

二
ハ
五
平
方
米
以
上
の
も
の
に

限
る
」
七
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム

2
荷
台
の
前
方
、
後
方
に
そ

れ
ぞ
れ
0
・
六
米
、
荷
台
の
左

右
に
0
・
三
米
を
乙
え
て
張
り

出
さ
せ
て
、
ま
た
は
荷
台
か
ら

高
さ
ニ
米
を
と
え
て
積
載
し
て

は
な
ら
な
い
。

車
馬
の
操
縦
者
が

守
ら
な
け
れ
ば
な

りよアミ

ら
な
い
事
柄

車
馬
の
腕
縦
者
は
道
路
や
交

酒
税
荷
の
状
況
に
応
じ
て
公
衆

に
危
告
を
お
よ
ぼ
さ
な
い
よ
う

な
速
度
と
万
法
で
摂
縦
し
な
げ

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
放
の
よ
う
な
乙
と
も
十
分

守
ら
抱
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
む
や
み
に
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン

や
ベ
ル
を
鳴
ら
さ
な
い
と
と
。

@

「で
い
土
」
や
汚
水
を
飛

散
さ
せ
て
他
の
交
通
に
妨
害
を

お
よ
ほ
す
よ
う
な
乙
と
を
し
な

い
と
と
。

③

「め
く
ら
も
し
く
は
と
れ

に
準
ず
る
者
ま
た
は
つ
ん
ほ
」

が
臼
色
の
杖
を
判
っ
て
歩
い
て

い
る
と
き
弘
、

と
れ
を
妨
げ
な

い
よ
う
に

「
}
時
停
車
」
す
る

か
徐
行
を
す
る
乙
と
。

④
機
能
の
よ
い
消
音
器
や
騒

D
 

f
k
 

背
防
止
装
慣
を
用
ト
な
い
臼
動

車
や
原
動
機
付
自
転
車
を
適
転

し
な
い
と
と
。

⑤
た
く
さ
ん
の
煙
、
ガ
ス
、

泊
ま
た
は
燃
料
の
か
ず
を
放
出

し
な
が
ら
運
転
し
な
い
と
と
。

@
エ
ン
ジ
ン
や
排
気
装
聞
か

ら
ガ
ス
ま
た
は
臭
気
が
運
転
者

席
に
入
り
込
む
よ
う
な
自
動
車

を
迦
転
し
な
い
乙
と
。

⑦
前
面
ガ
ラ
ス
ま
た
は
運
転

者
席
の
側
面
ガ
ラ
ス
が
不
完
全

で
運
転
者
の
視
野
を
妨
げ
る
よ

う
な
自
動
車
を
運
転
し
な
い
乙

と。
①
と
ひ
ら
を
閉
じ
ま
た
は
乗

っ
て
い
る
者
の
転
潜
を
防
ぐ
た

め
に
必
要
な
鎖
、
ロ
ー
プ
そ
の

他
の
安
全
装
置
を
し
て
新
車
を

運
転
す
る
乙
と。

⑤
運
転
操
作
の
妨
げ
と
な
る

よ
う
な
室
内
照
明
灯
を
点
灯
し
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児
童
を
健
全
に
育
て
よ
う

ヰ
』
-

'
d
l
-
施
一
ら一泊
一

向
H
-

お
一

長
崎
県
で
は
長
崎
県
児

問
一

童
保
護
育
成
条
例
を
制

T
一

定
、
去
る
十
月
二
十
五

日
公
布
し
、
十
二
月
二
十
五
日
か

ら
施
行
す
る
。

乙
の
条
例
は
児
童
の
不
良
化
を
未

然
に
防
止
し
‘
健
全
な
育
成
を
は

か
る
た
め
保
説
者
、
関
保
業
者
、

学
校
な
ど
が一

休
と
な
っ
て
協
力

し
、
児
童
の
福
祉
を
阻
害
す
る
と

考
え
ら
れ
る
す
べ
て
の
も
の
を
取

り
除
き
、
明
る
い
社
会
開
坑
を
つ

く
り
、
児
童
を
香
川
噂
す
る
叡
純
と

す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で

十
六
カ
条
か
ら
な
り、

そ
の
内
容

の
お
も
な
も
の
は‘

次
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
児
撃
を

正
し
く
育
て
る
た
め
に
皆
さ
ん
の

ご
協
力
指
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
乙
の
条
例
で

「児
主」

と

は
小
学
校
就
学
の
始
期
か
ら
十
八

才
に
速
す
る
ま
で
の
者
(
他
の
法

令
に
よ
り
成
年
者
と
同
一
の
能
力

を
有
す
る
者
を
除
く
)
を
い
い
ま

す
。

政

県
で
慨
綿
一
育
成
条
例
を
制
定

市村大昭和32年 12月 10日

な
い
乙
と
。

⑬
後
退
す
玄
り
お
合
の
ほ
か
は

後
法
灯
を
点
灯
し
な
い
こ
と
。

⑪
「
操
向
装
置
」
「
制
動
装

霞
」
「瞥出日
器
」
「
灯
火
」
「そ

の
他
の
附
造
お
よ
び
装
間
」
が

不
完
全
で
道
路
に
お
り
あ
交
通

に
危
険
を
お
よ
ほ
す
よ
-つ
な
諸

車
を
迩
恥
し
な
い
こ
と。

⑫
公
安
委
員
会
で
定
め
た
乙

と。運

転

免

許

の

種

類

自
動
車
は
運
転
免
許
を
受
け

た
者
で
な
け
れ
ば
道
路
で
運
恥

し
て
は
い
付
ま
せ
ん
。
運
転
免

許
は
昭
和
三
十
一
年
八
月
一
日

か
ら
次
の
よ
う
に
種
類
が
か
わ

り
ま
し
た
。

パ
ス
、
ハ
イ
ヤ
ー
、

タ
ク
シ

ー
な
ど
脈
客
自
動
車
を
逆
転
ヲ

る
に
は

「第
二
種
別叫
恥
免
許
」

が
必
要
で
す
。

そ
の
菌
類
は
次
の
と
お
り
で
す

①
パ
ス
を
運
転
す
る
に
は

「大
型
第
二
種
免
許
L

②
普
通
の
ハ
イ
ヤ
ー、

タ
ク

シ
ー
を
迎
転
す
る
に
は

「
普
通

第
二
也
免
許
」

①
小川
引の
ハ
イ
ヤ
ー
、
タ
ク

シ
ー
を
辿
転
す
る
に
は

「小
抑

四
輪
第
二
都
免
許
」。「
自
動
三

輪
第
二
極
免
前
L

④
ト
レ
ラ
i
バ
ス
を
運
転
す

る
に
は
「け
ん
引
第
二
積
免
許
」

と
な
り
ま
し
た
。

旅
客
自
動
車
以
列
の
自
動
車

を
運
転
す
る
に
は
、

「第
一
種

運
転
免
許
」
が
必
要
で
す
が
、

そ
の
種
類
は
次
の
と
お
り
で
す

「大
型
免
許
」
ζ
れ
は
五
ト
ン

円
以
上
の
ト
ラ
ッ
ク
、
定
員
十

一

人
以
上
の
バ
ス
製
自
動
車
で
す

「普
通
免
許
」
と
は
五
ト
ン
以

下
の
ト
ラ
ッ
ク
、
自
家
用
の
普

通
一政
用
車
で
す
。

「小
型
自
動
四
輪
車
免
許
」
は

白
家
用
の
ダ
ツ
ト
サ
ン
や
ル
ノ

ー
で
す
。

「白
動
三
輪
車
免
許
」
は
三
輪

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で
「
側
車
付
自

動
二
輪
車
免
許
」
は
ザ
イ
ド
カ

つ宅児 タ十正で者ょとした出 翌設 り乙遊行遊児 し者い た
、じ童条つ場出当すのヨりではす臼者間とびをひ寛矛 深 ての制も
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ー
で
、

「自
動
ニ
輪
前
免
許
」

と
は
択
の
と
お
り
で
す
。

一

七
、
進
行
中
の
自
動
部
、

ま
一
二
十
二
日
大
阪
で
行
わ
れ
る
全
国

は
大
型
の
オ
ー
ト
バ
イ
の
会
一

川

一

、

交
通
の
辺
一
回と
な
る
よ
一

た
は
軌
泊
一部
に
飛
ひ品川
り
、
ま

一品
等
学
校
駅
伝
協
定
大
会
に
出
場

で
す
。
ζ
の
他
に
小
型
の
才
1

う
な
乃
法
で
位
そ
べ
り
、
す
わ
一

た
は
飛
び
降
り
る
と
と
。

一

す
話
。

ト
パ
イ
、
ス
ク
ー
タ
ー
な
ど
を

り、

ま
た
は
弘
ち
と
ま
っ
て
い
一

八、

は
物
め
似
指

一
出
場
者
は
次
の
と
お
り
。
(
括
弧

逆
転
す
る
た
め
の

「騒
笹

川」

る
乙
と
。

一
貨
物
に
よ
る
刊
単
な
と
…
心
断
に
一
内
は
学
年、

出
身
校、

住
所
)

や
ブ
ル
ト
1
ザ
、
耕
う
ん
機
な

二
、
交
通
の
妨
害
と
な
る
よ
一

お
り
る
伯
険
の
防
止
そ
の
他
必一
〔監
督
〕
教
総
高
山
春
雄

ど
の

「特
殊
作
業
用
自
動
車
免

う
な
程
度
に
で
い
酔
し
て
ふ
ら
一
通
の
安
全
右
図
る
た
め
に
必
要
一
〔
選
手
〕
ム
村
上
詳
窓

会
一
年
、

許
」
特
殊
自
動
車
免
許
と
い
ァ

つ

つ

く

こ

と

。

一
な
措
置
を
講
じ
な
い
で
貨
物
を
一
大
村
中
.
田
の
平
)
ム
橋
苦
笑

も
の
が

あ

り

、

兄

皇

の

連

一

ニ

、

め

く
ら
、
ま
た
は
乙
れ
一
運
附
す
る
こ
と

o
aわ
り
)
一(コ
号

、
大
部
、

柴
田
)
会

転
に
必
要
な

「け

ん

引

自

動

車

に

準

す

る

者

が

白
色
の
い
挙

批

一

(

大

村

密

祭

器

)
一迫
寄
生
(
三
年
、
西
大
村
中
、

都

免

許

」

が

あ

り

ま

す

。

行

し
な
い
で
歩
く
と
と
。

一

l
i
l
1
1
1
1
1
1
1

一訪
郷
)
ム
山
崎
信
一
戸
三
年
、

大

四
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
、
一
・
・
・

3
・・
Z
E
E
-
}・・1
・
}
ニ1
j
z
-
z
一
村
中
、
木
場
)
ム
百
賀
紀
昌
(
ニ

運

転

許

可

の

種

類

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
投
球
な
ど
を
一

心

報

害

ら

へ

一年
、
大
村
申
、
上
久
原
)
ム
竹
内

る凶

器

詩

空

間

伝説利一

郎
通斗一塁、(言明

受
け
な
付
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

遊
較
を
さ
せ
た
り
、
独
り
歩
き
一
の
い
な
均
一
所
一
ま
川
郷
)
ム
中
村
勉

C
一年
、

可

諒

一

一諮

問

マ
一
事

を

主

計

筈

と

な

る

よ

「

一

r品
川
弔
問
位
繰
戸

時

一
号

レ

月

連

日

一

45
v

vR
一言

明

他

の
物

件

を

放

一

大

高

駅

伝

部

'

一
夫
(
一

年、

計

五

叩

」

転
批
判
いか

筈

ご

制

運

転

許

可

で

一

六

、
諸一
早
か
ら
火
の
つ
い
た
一

全

国

大

会

ヘ

出

場

一
・

i
l
l
i
t
-
-ー

す
。
釦
二
粧
直
一
許
可
で
は
第
一
道
路
を
歩
〈
と
き
は
右
側
ぞ

「タ
バ

コ」

燃
え
て
い
る
物
そ
一
大
村
高
校
駅
伝
競
走
部
は
去
る
十

一

タ

ハ

コ

は

市

内

で

一
種
原
動
機
付
自
転
車、

館
一一

一
歩
き
ま
し
ょ

う

。

の

他

発

火

の
お
そ
れ
あ
る
物
を
一
一

月
十
日
行
わ
れ
た
県
下
大
会
で

一

，

-

橿
原
動
機
村
自
転
車
両
方
と
も
一
哲
拡
が
る
と
危
な

い
ド

捨

じ

る

こ

と

。

一

優

勝
し
た

ωで
来

た
る
士
一
月
一

買

い
ま
し
ょ
う

圏
圃
緬
掴
咽
掴
翻
暗
躍
園
調
繍
圃
咽
磁
撞
圃
掴
蝿
暗
躍
掴
櫨
彊
圃
・
圏

一
と
私
は
考
え
ま
す
。

一昭
和
十
五
年
一
月
二
十
一一
百
、
大

一

一
定
し
な
い
が
、
生
理
学
上
の

曙

闘

運

器

蹴

盟

糊

畑

醐

醐

躍

誠

一
ま
た
前
述
レ
た
ま
れ
な
ケ
l
ス
一
審
院
連
合
部
の
判
決
以
来、

父
母

一
経
験
則
に
よ
っ
て
、

ぞ
の
最
短

箇
翫
副
闘
関
釦
脳
細
砂
腕
蝉
姻
間
制
齢
翻
匹
配
踊
掴
配
恥
臨
伊
配
匙
闘

一
の
場
合
の
立
法
措
置
に
つ
い
て
一の
届
出
に
よ
っ
て

(父
の
認
知
を一

期
間
は
二
百
目
、

最
長
期
間
は

圃
盟
国
翻
蹴
闘
酪
酷
雌
臨
轍
蹴
臨
蹴
鵬
離
臨
甑
醐
闘
醐
圃
園
田
園
圃

一
は
、
学
者
間
で
論
議
さ
れ
て
い
一
要
せ
ず
)
、
嫡
出
子
と
し
て
受
理
一
三
百
日
で
あ
る
の
で
と
の
期
間

第

二

各

論

一
、

出

生

(
一
ノ
三

)一

る
か
ら
、
や
が
て
立
法
化
さ
れ
一
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
一

，申
に
一
日
で
も
父
母
が
婚
姻
し

一

る
時
代
も
く
る
乙
と
と
思
わ
れ
一
乙
れ
ら
も
内
縁
関
係
中
占
い
え
ど
一
て
お
れ
ば
、
そ
の
子
は
婚
姻
申

父
性
の
推
定
一
し
た
が
っ
て
、
前
回
述
べ
た
よ
う
一
ま
す
。

き
て
父
性
推
定
に
つ
い
一
主
の
貞
節
は
、
婚
姻
中
の
妻
の
一
に
懐
胎
し
た
も
の
と
推
定
し
得

ー
ま
、
一
な
傾
く
ま
れ
な
ケ
l
ス
の
不
合
理
一
て
の
民
法
の
規
定
は
、
衰
の
婚
一
貞
節
と
可
ら
宣
リ
さ
れ
る
も
の
で
一
る
、
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
父
性
推
定
の
命
度

1
7救
済
す
る
の
す
、
万
一
誤
つ
一

姻
申
に
お
け
る
懐
胎
と
い
う
事
一
な
い、

剖
の
理
削
に
基
く
も
の
と
一

腕
時
四
浦
町
十
円
配
貯
U
一

技

研

団

関

諸

諸

M
比
一
実
〔
懐
胎
王
義
)
の
上
に
立
つ
一
私
は
考
え
ま
す
J
O

一
こ
の
よ
う
に
、

出
生
子
の
父
罪

基
い
て
、
法
俸
が
父
子
関
系
を
径
一

;

ァ

一

も

の

で

あ

っ

て

、
婚
…
畑
中
の
分
一
×
×
父
一
定
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
婚

定
し
て
「
子
の
幸
福
」
と
め
「
剣
一
お
ほ
お

が

父
が
法
簿
上

一

白

日

投

ね

昨

日

立

さ
て
、
子
が
父
の
推
定
を
受
け

す
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
母
の
夫

節
を
立
証
」
す
る
過
重
な
責
任
を
一
父
で
な
か
っ
た
り
、
事
実
上
父
で
一
せ
ん
υ

一
る
に
は
、
民
法
七
七
二
条
に
よ

一
ま
た
は
か
つ
て
の
母
の
宍
で
あ
っ

d
m明
器

産

山

市

一

切

諮

問

一

自

五

時

紘

一

提

出

閉

山

明

日

一

一

世

山

詰

制

定
す
る
と
と
が
で
き
る
か
?
と

一

一

婚

脳

継

続

開

ーで
あ
ろ
う
と
、

婚
姻
一
し
か
る
に
懐
胎
の
事
実
が
起
つ
一
う
人
に
そ
の
子
の
父
で
あ
る
乙
と

い
デ

っ

と

、

わ

が

民

法

は

、

婚

姻

一

×

×

×

一

解

消
後
で
あ
ろ

Z、
子
の
父
は
一

た
時
期
を
何
月
間
日
何
時
何
分
一
を
立
証
す
る
責
任
浄
負
わ
せ
て
い

継
続
申
に
妻
が
懐
胎
し
て
乏
し
か
し
父
子
関
係
を
絶
対
的
に
確
一
常
に
母
の
夫
、
ま
た
は
か
つ
て
の
一

と
知
る
乙
と
は
、
今
日
の
医
学
一
る
と
と
と
な
り
ま
す
が
、
と
れ
は

産
ん
だ
場
合
は
し
そ
の
子
の
父
一
認
す
る
方
法
を
持
た
な
い
今
日
に
一
母
の
夫
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
一
生
理
学
を
も
っ
て
し
で
も
ま
だ
一
恵
く
い
え
ば
、
要
が
婚
…畑
中
に
産

は
母
の
夫
で
あ
る
と
推
定
規
定
一
お
い
て
は、

誤
り
を
最
も
少
な
く
一
例
え
婚
姻
申
に
斐
が
分
娩
し
て
も
一
不
可
能
で
、
決
定
的
な
立
証
は
一
ん
だ
子
は
必
ず
夫
の
子
と
断
定
し

を
お
い
て
い
ま
す
。
(
民
法
七
一
否
乙
れ
を
全
く
無
い
よ
う
に
防
止
一
懐
胎
が
婚
畑
中
で
な
い
限
り
、
母
一
で
き
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
一
て
、

妻
が
夫
に

運
転
で
き
ま
す
が
、
第
一
一国
運

転
許
可
で
は
第一

一組
原
動
機
付

自
転
車
し
か
運
転
で
き
ま
せ
ん

四
転
免
許
が
あ
れ
ば
乙
の
許
可

が
な
く
て
も
運
転
で
き
ま
す
。

道
路
で
し
て
は
な

ら
な
い
こ
と

道
路
で
し
て
は
な
ら
な
い
乙


